
     

九
月
九
日
、
京
都
大
学
農
学
部
森
林
科
学
科

三
回
生
等
二
十
一
名
が
、
北
方
地
域
の
独
特

な
森
林
・
林
業
・
環
境
を
学
ぶ
実
習
の
一
環

と
し
て
、
国
有
林
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス

ト
」
を
訪
れ
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
セ 

 
 

ン
タ
ー
で
は
、 

 
 

造
成
五
十
周 

 
 

年
記
念
誌
を 

 
 

基
に
、
概
要 

 
 

や
生
い
立
ち 

 
 

当
時
の
挑
戦 

 
 

な
ど
を
説
明 

 
 

し
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
パ
イ 

 
 

ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
の
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

役
割
や
取
組
な
ど
の
紹
介
と
、
ロ
シ
ア
の
丸

太
輸
出
関
税
引
き
上
げ
に
伴
う
北
海
道
に
お

け
る
カ
ラ
マ
ツ
の
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
さ
二
十
四
㍍
の
望

楼
か
ら
広
大
に
広
が
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工

林
を
展
望
し
、
一
万
㌶
の
広
さ
を
実
感
し
て

も
ら
い
、
最
後
に
、
当
時
森
林
造
成
で
活
躍

し
た
昔
の
機
械
を
見
学
し
、
機
械
の
動
き
や

使
わ
れ
方
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。 

学
生
か
ら
は
、
「
カ
ラ
マ
ツ
と
北
洋
材
と
の

価
格
差
は
ど
う
な
の
か
？
」
「
パ
イ
ロ
ッ
ト

フ
ォ
レ
ス
ト
で
の
収
支
は
？
」
、
「
複
層
林 

 

施
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
」
な
ど
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
カ
ラ
マ
ツ
林
の

み
で
は
多
様
性
の
面
で
は
マ
イ
ナ
ス
で
は

な
い
か
」
、 

 
 
 
 

 

「
複
層
林
に 

移
行
す
る
期 
 
 
 
 

 

間
を
も
う
少 
 
 
 
 

 

し
短
く
し
て 

 
 
 
 

 

も
よ
い
の
で 

 
 
 
 

 

は
な
い
か
。
」 

 
 
 
 

 

な
ど
の
意
見 

 
 
 
 

 

が
出
て
い
ま 

 
 
 
 

 

し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
   

九
月
七
日(

日
）
、
釧
路
町
産
業
祭
で
は
、

自
然
再
生
事
業
の
パ
ネ
ル
展
示
及
び
樹
木

名
当
て
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
樹
木
名

当
て
ク
イ
ズ
は
五
種
類
の
樹
木
の
枝
葉
、

幹
、
ヒ
ン
ト
を
参
考
に
樹
種
名
を
当
て
る

も
の
で
、
子
供
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に

で
き
る
だ
け 

 
 
 
 

 
簡
単
な
出
題 

 
 
 
 

 

に
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

準
備
し
た
参 

 
 
 
 

 

加
賞
も
午
前 

 
 
 
 

 

中
の
う
ち
に 

 
 
 
 

 

品
切
れ
に
な 

 
 
 
 

 

っ
て
し
ま
う 

 
 
 
 

 

ほ
ど
の
盛
況 

 
 
 
 

 

ぶ
り
で
し
た
。 

 
 
 
 

 

（ パイロ ッ ト フ ォ レス ト の 
歴史などについて説明 ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林野庁北海道森林管理局 

イイイ ンンン フフフ ォォォ メメメ ーーー シシシ ョョョ ンンン   
釧釧路路湿湿原原森森林林環環境境保保全全ふふれれああいいセセンンタターー   

当センターは国有林をフ ィ ールド と して北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取り組
む NPO 等の活動支援や森林環境教育等に携わる教育関係者の支援 ・ 技術指導などを行っています。  

発行日 2008/10/01  

第 20 号  

九
月
十
三
日 

 
 
 
 

 
(

土)

、
白
糠
町 

 
 
 
 
 
 
 

 

カ
ミ
ン
グ
パ 

 
 
 
 

 

ラ
ダ
イ
ス
で 

 
 
 
 

 

巣
箱
作
り
を 

 
 
 
 
 

 

行
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

三
十
組
程
の 

 
 
 
 

 

参
加
が
あ
り
、 

 
 
 

 

親
子
で
の
参 

 
 
 
 

 

加
が
多
く
、 

 
 
 
 

 

互
い
に
協
力 

 
 
 
 

 

し
な
が
ら
一 

 
 
 
 

 

生
懸
命
組
み 

 
 
 
 

 

立
て
て
い
ま 

 
 
 
 

 

し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

九
月
二
十
三 

 
 
 
 

 

日(

火)

、
鶴
居 

 
 
 
 
 
 
 

 

村
ふ
る
さ
と 

 
 
 
 

 

ま
つ
り
で
は
、 

 
 
 

 

出
展
内
容
は 

 
 
 
 

 

釧
路
町
産
業 

 
 
 
 

 

祭
と
同
様
で 

 
 
 
 

 

し
た
が
、
樹
木
名
当
て
ク
イ
ズ
で
は
樹
種

名
を
少
し
入
れ
替
え
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
準
備
し
た
参
加
賞
も
十
一
時
頃
に

は
な
く
な
り
、
予
想
以
上
の
反
響
が
あ
り

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

こ
の
よ
う
な
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
今
後

も
積
極
的
に
参
加
し
、
木
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
た
り
、
樹
木
や
森
林
に
少
し
で
も
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
内
容
を
工
夫
し

な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 
 

 
（ 釧路町産業祭での樹木名 
当てクイズ ）  

森森
林林

環環
境境
教教
育育

のの
取取
組組

近

隣

町

村

の

イ

ベ
ン

ト

に

参

加 

（ 鶴居村ふるさとまつりでの 
樹木名当てクイズ ）  

（ 白糠町カ ミ ングパラダイス 
での巣箱作り ）  

京

大

生

、
パ

イ

ロ
ッ
ト

フ

ォ
レ

ス

ト

の

森

林

施

業

を

学

ぶ

（「この機械はど ういう仕事に 
使われたのですか？」） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
か
ら
は
「 

 
 
 
 
 

ト
ド
マ
ツ
立 

 
 
 
 
 

ち
枯
れ
の
原 

 
 
 
 
 

因
は
？
」
、 

 
 
 
 
 

「
森
林
が
再 

 
 
 
 
 

生
す
る
に
は 

 
 
 
 
 

ど
の
く
ら
い 

 
 
 
 
 

の
年
月
や
人 

 
 
 
 
 

手
が
必
要
で 

 
 
 
 
 

す
か
？
ま
た
、 

 
 
 
 

そ
の
人
た
ち 

 
 
 
 
 

は
ど
の
よ
う
に
集
め
る
の
で
す
か
？
」
な

ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会
で
は
、
川
、

農
地
、
森
林
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
湿
原

の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
た

ち
に
と
っ
て
も
様
々
な
視
点
か
ら
湿
原
の

保
全
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

   

九
月
十
三
日
（
土
）
、
前
日
の
豪
雨
が
嘘

の
よ
う
に
晴
れ
た
秋
空
の
下
、
雷
別
自
然

再
生
事
業
地
で
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
会

員
十
名
が
参
加
し
て
地
ご
し
ら
え
作
業
と

広
葉
樹
種
子
豊
凶
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
試
行
実
験
区
に
設
置
さ
れ
た
シ

ー
ド
ト
ラ
ッ
プ
を
交
換
し
、
シ
ラ
カ
ン
バ

の
種
子
落
下
量
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
地
ご
し
ら
え
作
業
を
行
う
班
と
広
葉

樹
種
子
豊
凶
調
査
を
行
う
班
に
分
か
れ
て 

 
 

     
 
 

 
         

九
月
十
七
日
（
水
）
、
酪
農
学
園
大
学
環

境
シ
ス
テ
ム
学
部
地
域
環
境
学
科
の
遠
井

教
官
と
学
生
五
名
が
釧
路
湿
原
自
然
再
生

協
議
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
六
箇
所
の
う

ち
五
箇
所
の
自
然
再
生
事
業
の
現
場
を
見

て
回
り
ま
し
た
。
環
境
省
が
行
う
達
古
武

地
域
自
然
再
生
事
業
、
道
が
行
う
久
著
呂

川
土
砂
流
入
対
策
事
業
、
国
土
交
通
省
北

海
道
開
発
局
が
行
う
茅
沼
地
区
旧
川
復
元

事
業
及
び
南
標
茶
地
区
土
砂
流
入
対
策
事

業
、
林
野
庁
が
行
う
雷
別
地
区
自
然
再
生

事
業
の
五
箇
所
で
す
。 

 

当
日
は
九
月
中
旬
と
は
思
え
な
い
汗
ば
む

陽
気
の
中
、
駆
け
足
で
各
現
場
を
回
り
ま

し
た
。
雷
別
事
業
地
で
は
、
ト
ド
マ
ツ
立

ち
枯
れ
被
害
の
微
害
地
、
激
害
地
、
森
林

再
生
の
試
験
地
、
シ
カ
食
害
対
策
等
を
約

四
十
分
程
か
け
て
見
て
回
り
ま
し
た
。
学

 
 
 

 

自自

然然

再再

生生

事事

業業

のの
取取

組組  

活
動
し
ま
し
た
。
地
ご
し
ら
え
で
は
、
雷

別
自
然
再
生
学
習
会
で
植
栽
す
る
た
め
の

十
㍍
四
方
の
笹
地
を
、
普
段
使
い
慣
れ
な

い
長
い
鎌
を
使
っ
て
刈
り
払
い
ま
し
た
。

広
葉
樹
種
子
豊
凶
調
査
で
は
、
植
栽
に
用

い
る
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
種
子
の
実
り
具
合

を
、
事
業
地
周
辺
で
双
眼
鏡
等
を
使
っ
て

実
施
し
ま
し
た
。
シ
ラ
カ
ン
バ
・
ミ
ズ
ナ

ラ
・
カ
シ
ワ
は
豊
作
、
キ
ハ
ダ
は
並
作
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
ヤ
チ
ダ
モ
は
不
作
と
い

っ
た
状
況
で
し
た
。
午
後
は
、
班
の
作
業

内
容
を
交
代
し
て
実
施
し
、
な
ん
と
か
二

班
で
予
定
し 

 
 
 
 
 

た
地
ご
し
ら 

 
 
 
 
 

え
を
終
了
し 

 
 
 
 
 

ま
し
た
。
暑 

 
 
 
 
 

さ
の
中
き
つ 

 
 
 
 
 

い
作
業
で
し 

 
 
 
 
 

た
が
、
皆
さ 

 
 
 
 
 

ん
の
顔
に
は 

 
 
 
 
 

作
業
を
成
し 

 
 
 
 
 

遂
げ
た
達
成 

 
 
 
 
 

感
が
溢
れ
て 

 
 
 
 
 

い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

雷

別

ド

ン
グ

リ

倶

楽

部

の

活

動 

「雷別自然再生学習会」
参加者募集中！  
標茶町雷別地区国有林で
下記のとおり学習会を開
催します。  
日時 ： 10月11日 ( 土 )  
   8 時～16時 
内容 ：植樹、広葉樹の種

子採取 ・播種など 
詳細はふれあいセンター
にお問い合わせ下さい 。  

E- mai l  h _kushiro _f@rinya . maf f .go . j p  
URL  http : / /ww w.hokkaido .k okuyurin . go . jp / f c /kushiro _hp /  
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釧 路 市 千 歳 町 ６ － １ １  〒０ ８ ５－０ ８ ２ ５ 

釧 路 湿 原 森 林 環 境 保 全 ふ れ あ い セ ンタ ー  

（ 雷別の事業地を視察する学生 ）  

酪

農

学

園

大

学

の

学

生

が

釧

路

湿

原

の

自

然

再

生

事

業

地

を

視

察 

（ 大汗をかきながらの地ごしらえ作業 ）  

「森林ふれあい講座」を
開催！！  
１ １月８日 ( 土 )  
 ８ ： １ ５  釧路発 
 （ 標茶町駅、中茶安別 

小中学校経由 ）  
 １ ６ ： ０ ０  釧路着 
 
上記時間でバスを運行し
ます。小 ・中学校の先生
方を対象と しています。
（ 先生方の親子での参加
も歓迎です 。）  
申し込みは、 10月27日ま
で 、また 、詳細はふれあ
いセンターにお問い合わ
せ下さい 。  


